


なる。オーバーカットから給気を行い、排気風量を

150[m3/h] とした case1-1 では、IH レンジ上に流速 0.2 ～

0.3[m/s]で食堂側から厨房側へ水平方向の気流が生じる。

これにより上昇気流は偏流するが大部分はレンジフード

に到達する。排気風量を 300[m3/h] とした case1-2 では

case1-1 と比較して IH レンジ周辺の気流の流速は概ね同

様となり、上昇気流は偏流することなくレンジフードに

到達する。アンダーカットから給気を行い、排気風量を

150[m3/h] とした case1-3 では、IH レンジ上の上昇気流全

体に水平方向の気流が生じ、上昇気流の大部分は厨房側

へ漏出する。排気風量を 300[m3/h] とした case1-4 では

case1-3 と比較して IH レンジ上の水平方向の気流は速く

なり、上昇気流の大部分は厨房側へ漏出する。天井給気

口から給気を行う場合、エアコンを稼働させない case1-7

ではエアコンを稼働させた case1-5 と比較して、IH レン

ジ周辺の水平方向の気流が遅くなり、上昇気流はほぼ垂直

に立ち上りレンジフードに到達する。

5.2　直接捕集率 :図５に直接捕集率の測定結果を示す。

オーバーカットから給気を行う場合、レンジフード形状

が case1、2 の場合、排気風量の変化によらず捕集率は排

気風量 150[m3/h] と 300[m3/h] で概ね同様となる。アン

ダーカットから給気を行う場合、どのレンジフード形状

でも他の給気方法と比較して捕集率は低く、case1-4 で

は 9.1[％ ] となる。天井給気口から給気を行いエアコン

を稼働させた場合、どのレンジフード形状でも排気風量

が 150[m3/h] の場合と比較して 300[m3/h] の場合で捕集

率が向上する。また、エアコンを停止した場合では室内

気流による擾乱の影響が少なくなり、捕集率は向上し、

case1-7 で最も高く 92.4[％ ] となる。

6　まとめ

①給気方法によって IH レンジ周辺の気流性状は大きく

変化する。今回の室内レイアウトではアンダーカット

から給気した場合、流入気流の一部が IH レンジ上で

の横風となり、case1 ではレンジフードの排気風量及

び給気風量を多くすると捕集率が低下する。

②オーバーカットや食堂側の天井から給気した場合、給

気気流が IH レンジ上への擾乱を形成しにくいため、

アンダーカットからの給気と比較して捕集率が向上

する。特に天井から給気した場合の捕集率が高く、

case1-7 では 92.4％となる。
※１　粒子画像流速測定法 (PIV:Particle Image Velocimetry)
※２　室内にはエアコン、テーブル、椅子、常時換気口、ドアにアンダーカット (900 ×
　　　20[mm]) とオーバーカット (900 × 20[mm])、天井にはセントラル空調を想定した天
　　　井給気口を設ける。厨房はペニンシュラ型とし、IH レンジ上部には整流板を有する
　　　フラット型レンジフードを設置する。
※３　実験は、出力 3.0[kW] の IH ヒーター 1 口で鍋を加熱し、鍋の水が沸騰した状態で行
　　　う。常時換気は換気回数 0.5[ 回 /h] の第一種機械換気とする。
※４　シーディングには難燃性のスモークを使用し、可能な限り気流に影響を与えない位
　　　置から発生させる。
文１）倉渕ら：住宅厨房内の各種擾乱が排気捕集率に及ぼす影響評価に関する研究 , 日本
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図４ 代表的な case の平均流速分布

図 5　直接捕集率の測定結果

(a)case1-1(600 × 750[mm],
排気風量 150[m3/h],
オーバーカット給気 )

(c)case1-3(600 × 750[mm],
排気風量 150[m3/h],
アンダーカット給気 )

(e)case1-5(600 × 750[mm],
排気風量 150[m3/h],

天井給気 ,エアコン有 )

(f)case1-7(600 × 750[mm],
排気風量 150[m3/h],

天井給気 ,エアコン無 )

(b)case1-2(600 × 750[mm],
排気風量 300[m3/h],
オーバーカット給気 )

(d)case1-4(600 × 750[mm],
排気風量 300[m3/h],
アンダーカット給気 )


